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幅との関係から合致しないことがある｡ しかし MARIAN 等1)によればこれらの間の接着力に
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を形成せず,また晩材では微視的欠隊の状態 (Photo2) を呈し,接着の役目を果 していない｡
柾 目あるいは板目面など,繊維方向に平行な面での接着において,接着剤が横浸透を起さな
いことは上に述べた｡しかし実際には接着面に僅かに存在する細胞の開口部分からの縦浸透に
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プL,ィナ-で削ったブナおよび ミズナラの柾 日面をカゼイン ･尿素樹脂 ･フ-ノ-ル樹脂 ･L,
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Photo17. Failuresofrotarybending test
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Photo22.Same portion as Photo21in
polarizedlight.Cellwallsadjacenttothe
glue line are parfectly compressed by




























Ⅳ 木 破 率 に つ い て
一般に接着力の大きいものほど木破率の大きくなる傾向はこの一連の実験においても認めら
れたが,木部破断の起るのは殆ど早材においてであり,しかもそれが僅か1-2細 胞 層 に限
られていることが多い (Photo 8)｡したがって木破率の測定に際しては, このような個所を
木破部分として加算するか否かによって肉眼的木破率評価の個人誤差以上の差を生ずることは




































コルの下で輝いて見える (Photo 18,看上部)｡さらに附近には肉眼では認めにくい minute
compressionfailure が,偏光観察によってはっきり認められるほか,仮道管の接線膜には













縁膜孔の位置に sliplineが多 くあらわれる傾向があるという報告6'もあるが, この観 察 で
は,放射組織あるいは有縁膜孔がとくに sliplineあるいは compressionfailureの成因に



















3. スカーフ ･ジョイン ト試片









正常健全なヒノキのプレパラー トで slipline の存在を調査したところ, 板目切片 に は
sliplineは殆ど認められず, 柾 目切片にも早材仮道管には殆ど存在しなかった (Photo 23)
が,晩材仮道管にはしばしばそれを認めた｡多 くの既成プレパラー トを観察したが,切片の全
面 にわ たって sliplineの存在 しないものはまず皆無といってよい｡中には minutecom-
pressionfailureの認められるものさえあった｡






















































tions.Thetestpiecesaremadebyusingalsoan urearesin adhesivewhich is
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